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みごとに咲いた花しょうぶ 大村会園にて

やがては器本ーの名所に
遠くは、県外からもその美しさを見るため、期

間中は10.000人を越える観賞客でにぎわう大村公

園玖島城跡のお堀には、きょうも咲き誇る花しょ

うぶが5.000本余り、その種類は851ζ及んでいる

肥後し ょうぶに江戸しょうぶが、 純白、濃紫、

淡紫、J薄あも色と、優雅な色どりをたたえ、ひと

びとにやすらぎを与えては、しぼんでいく。

やがては、内堀いっぱいに拡張整備され、日本

ーのしよう ぷ園になる日も近い乙とでし ょう。

川間山川川川川川川川川山川川川川川川川川川1111111111川111川111111111川11111111111川川川川川川削川州川川川川川川川剛川川川川川川削川削川川川川川川川馴川川州問揃鵬幽

毎月 1日・10日・20日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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(2) りおおむ市政だより

れ

な

色
こ
ん
ど
の
選
挙
は
、
地
方
区
と

全
国
区
の
議
員
を
選
び
ま
す
の
で

一
人
で
二
つ
の
投
票
を
す
る
乙
と

に
な
り
ま
す
。

投

票

時

間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

と
な
り
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
所

へ
の
お
出
か
け
は
、
ふ
だ
ん
着
や

仕
事
着
の
ま
ま
で
、
棄
権
す
る
こ

と
な
く
よ
く
考
え
て
投
票
い
た
し

ま
し
ょ
う。

投
票
所
に
は
必
ず

入
場
券
を
も
っ
て.~ 

投
菅王f
ヌ耳す

参

議

議

院

投
票
所
に
は
必
ず
投
票
所
入
場

券
を
持
参
し
受
付
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
入
場
券
を
な
く
し
た
人

は
受
付
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
券
記
載
の

投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

代

理

投

票

字
を
知
ら
な
い
人
や
け
が
を
し

て
字
が
蕃
け
な
い
人
は
、
投
票
所

で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い

代
理
投
票
(
本
人
の
意
志
に
従

っ
て
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に

代
わ
っ
て
書
く
)
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

会
~ 

議

院

を
貝

選

挙

点

字

投

票

目
が
見
え
な
い
人
で
点
字
を
す

る
人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
届
い

た
で
し
ょ
う
か

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

等
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
、
町

務
連
絡
員
を
経
由
し
て
配
布
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
お
手
も

と
に
届
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

選
挙
公
報
を
よ
く
読
み
、
よ
く

考
え
て
投
票
の
資
料
に
活
用
い
た

l
u
J
ま
'レ
ょ
・
つ
。

議

員

挙

選

投
票
用
紙
の
色
わ
け

投
票
用
紙
の
色
わ
け
は
、
地
方

区
が
桃
色
に
黒
刷
り
、
全
国
区
が

黄
色
に
赤
刷
り
と
な
っ
て
い
ま
す

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

六
月
二
十
七
日
の
投
票
日
に
は

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火

災
と
ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
午
前
七
時
に
(
投
票

開
始
時
刻
)
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す

開
票
所
は

市
役
所
大
会
議
室

参
議
院
議
員
選
挙
の
開
票
は
、

市
役
所
の
大
会
議
室
で
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
開
票
を
始
め
ま
す
。

青
年
層
と
女
性
の

み
な
さ
ん
ヘ
グ

国
の
将
来
の
に
な
い
手
で
あ
る

青
年
層
(
特
に
二
十
才
代
v

の
投

票
率
が
過
去
数
回
に
わ
た
る
国
の

選
挙
で
非
常
に
低
い
成
績
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
の
投
票
率

は
男
性
に
か
な
り
接
近
し
て
き
ま

し
た
が
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
が
選
ん
だ
代
表
者

が
政
治
を
行
な
う
の
で
す
か
ら
乙

の
乙
と
を
よ
く
考
え
、
み
な
さ
ん

の
貴
重
な
一
票
を
む
だ
に
す
る
乙

と
な
く
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

1111:::;:「::;;勿

選議衆最 近の大村市の投票 率

竺 |投票日 ト 男 J一 平均 lt女
|百.74 I 66・04%1 57.17%: 61.28%1 -8・87%

i衆議選 1 42. 1.29 I 77.99 7i.36 ' 74.41 I -6.63 

写詞 43・7・7172.05 7.75isg・73 ド両
五空I~4..12.27- 1 --74.83-- 1~8 ・ 64 1 71. 5i-I二日空
|知事選 :45. 2.22 I 76.67 I 72.36 ト 74.34 I -4.31 

まろ記 し 吉 の じ 五よは調事 と七
すし入調まれ基めと才びー査の乙 い 月 総 意
。くを査せ、礎、の以そ定す内のう一理「、富

お¥員ん統 資 各 結 上 の の.Q 容 調統日府」宋
協願が。 計料 種果 の世 率 もや査計 iと 統 構
力い 訪 ，以をのは人帯でのまたは調就計協ベtE
のし問 外作経、でに選で業、査業局 主
ほま Lζ る済 露 す住ば、のみを構で力空
どすて は乙計用。んれ調仕な実造は 本
おの調 使と画対 でた査方さ 施 基 、 を 調
願で 査 用にの策 い世のなんし本き 末

、い、票 い利たを る帯対どのま 調 た 且

しょ の た、用めはー 十お象を仕す 査 る に

六
月
二
十
七
日
4

(

日
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⑨〈

市
政
だ
よ
り
は

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
に
日

七
月
か
ら
ニ
回
発
行
〆'由、、

日
・
十
五
日
)

親
切
で
明
る
い
ま
ち
に
日

市

民

運

動

推

進

協

議

市民運動推進団体と実践事項

みどりと花いっぱい運動

，6.. 
~ 

りね

に
な
り
ま
す

親切で明るいまちづくり運動

小
め

し

な

み

い

ま

ど

切

'

し

乗

老

し

な

人

を

い

一ら

じ

く

行

う

十す
を
し
な
大
う

板
護

い
で
ま
由
る
け

一か

は

よ

な

よ
一
'葉
備

地

を

よ
内
保

ま

場

り

自

い

助

-コ

一校
を

を

切

し

一う
言

準

園

設
し

案
を

や
の
わ
不
て
手
う

E

一学
切
う
つ
う
親
ま
一と
の
に

遊
施
ま

'
ど
う
一う
合
た
の
つ
で

よ

一
や
親

よ
さ

よ
で
し
一が
ん
心
う
'
共
い
板
な

よ
一を
会
い

だ
困
ん
し

ね
一
庭
な
し
い
し
ん
を
一
り
せ
も

よ
園
公
使

看
識
し
一
上
ゃ
を
う
ら
や
進
ま

一
家
さ
ま
あ
ま
進
い
一あ
ま
つ
し
公
の
に
立
標
ま
一長
物
人
、
a

か
人
に
し

一
容

一

い

で

し

一物

序

し

た

使

う

を

よ

一

ら
由
た

よ

一
ヨ

一

カ
い
ま

買
秩
ま

を

に

よ
声
し

一

カ
自
し
し

一
許

一

た
か
し

一や
の
り
物
つ
し
一
ま

一

や
不
を
ま

一
時

一

た
づ
待
う

一物
ど
守
う

共
せ
ま
の
け

一

人
の
人
り

一
司

一

あ
心
応

よ

一

乗
な
を
よ
公
い
い
愛
か
う
一

老
だ
な
わ
う

一関
体

一

校

A

一

体

一

種

体

一機
一

学

7

一

回

一

団

選

一

中

っ

一

人

一

力

推
団
一

小

P

一

婦

一

各
協

保険医の辞退について
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診
療
は
行
な
わ
れ
ま
す
が
保
険
の

適
用
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す

五
月
三
十
一

日
に
保
険
医
の
辞

退
届
が
医
師
会
よ
り
県
に
提
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、

園
、
県
で
は

い
ま
総
力
を
あ
げ
て
辞
退
を
思
い

と
ど
ま
る
よ
う
努
力
が
つ
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

保
険
医
を
辞
退
す
る
場
合
は
、

一
ヶ
月
閣
の
予
告
期
間
を
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
六
月
中
は
、
い
ず
れ
の

医
療
機
関
で
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
保
険
診
療
が
で
き
ま
す
。

園圃・圃.

O
公
的
な
医
療
機
関
で

は
、
保
険
診
療
が
行

な
わ
れ
ま
す

市
民
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
度
の
実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
運
動
の
進
め

方
を
次
の
よ
う
に
き
め
市
民
運
動
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
特
に
、
親
切
で
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
運
動
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
強
調
月
間
目
標
を
た
て
ま
し
た
。

七

月

乗

物

や
買
物
な
ど
の
秩
序
を
守
る
運
動

九

月

公

園

や
遊
園
地
の
公
共
施
設
を
美
し
く
す
る
運
動

ナ

一

月

小

さ

な

親
切
運
動

十

二

月

愛

の

一

声
運
動

三

月

道

路
や
み
ぞ
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

市
民
一
人
一
人
が
あ
た
た
か
い
心
づ
か
い
と
、

奉
仕
の
き
も
ち
で
明
る
い
ま

ち
守つ
く
り
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

。

清

潔

で

美

し

い

ま

ち

に

し

ま

し

ょ

う

。

親

切

で

明

る

い

ま

ち

に

し

ま

し

ょ

う

一

¥
一
う
一
う
一
ち
一
ち

一部
引
一

一
一

一

一し

一
よ

よ

ま

ま

A
な

一

一

一

ァ
一f

て一
ι

て
一
で
う
一
で
う
.
MJ
E

一
一

↑

ら
一
て
育
一て
育
一心
ろ
一心
ろ
一寸
鮪
↑

一

一

一

一育
を
一育
を
一の
ざ
一の
ざ
一し

;
一

一

一
一

ね
一
目
心
一校
心
一翠

翠

一

時

一

一

一

一

軍
一
り
整
仕

一道
り
一前
り
一の
導
一
助

一
力

一
助

一
力

2
一
造
規
一奉
三
沿

一停

一き
指
一

一

一
一

内一
壇
の
一重

一D
造
一ス
造
一当
り
一
援

一
協

一
援

一

汁
一
花
度
一日

一恥

一パ

一も
主
一

一一
一

一

一

業

一
に
程
一げ

一刊
壇一
号
壇一

f
ば
一
導

一
苗

一
導

一

王
一
内
ば
一遥
H

一場
一
州
一
J
t
一

一

一

一

豆
一
-
可
山
一沿
一
地
花
一九
花
一子
花
一
指
一
育

一
指

一
協

体
一
会

一川
川
一
体

一
プ

一
会

一
校

一
隊

一
課
一
課

団

一

L
バ
バ
一
1
一
ラ

一

一
高

一
3

一
産
一
光

関
一
を

一け
け
一
国

一
ク

一
」

一
芸

一
割

一所
水
一課
観

蹴一

ど

一刀

一
年

一

三

ノ

一
帽

一
村

一服

艶

註

推

一
子

一作
か
一
青

二

↑
老

一
大

一
大

一県
豆
市
市

清掃美化運動

推進機関団体 |事業 内容 |

地議室合会 |全 市 清掃 |地域連体意織高揚

7両~ 1-;:旨 導 助言 1

国
立
、

県
立
、
市
立
な
ど
の
公

的
な
医
療
機
関
で
は
、
保
険
医
辞

退
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
従
来

ど
お
り
保
険
診
療
が
行
な
わ
れ
ま

す。O
七
月
一
日
か
ら
保
険

医
を
辞
退
し
た
医
療

機
関
で
診
療
を
う
け

る
場
合

万
一
話
し
あ
い
が
つ
か
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
七
月
一
日
か
ら
保

険
医
の
辞
退
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
に
芯
り
ま
す
の
で
、

保
険
医
を

辞
退
し
た
医
療
機
関
で
診
療
を
う

け
る
と
き
は
ち
患
者
ほ
一
応
診
療

費
の
全
額
を
そ
の
医
療
機
関
に
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
従
来

保
険
で
支
払
っ
て
い
た
分
に
つ
い

て
は
、
後
日
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
機

関
で
払
い
戻
し
を
う
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

O
辞
退
し
た
場
合
、
保

険
に
よ
る
診
療
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
保

険
は
次
の
と
お
り
で

す

(
六
月
十
四
日
現
在
)

ィ
、
健
康
保
険

ロ
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険

ハ
、
船
員
保
険

ニ
、
各
種
共
済
組
合
(
但
し
国

鉄
共
済
組
合
、
私
立
学
校
共

済
組
合
を
除
く
)

O
従
来
ど
お
り
保
険
診

療
を
行
な
う
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す

(
六
月
十
四
日
現
在
)

ィ
、
国
民
健
康
保
険

ロ
、
結
核
予
防
法
、
生
活
保
護

法
な
ど
の
指
定
医

ハ
、
歯
科
医
師
の
保
険
診
療

ニ
、
国
鉄
共
済
組
合

ホ、

私
立
学
校
共
済
組
合
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戦

争

公

務

の

公

的

年

金

は

准

士

宮

ま

で

満

額

支

給

福

祉

年

金

受

給

者

市政だより

今
度
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
戦
争
公
務
で
年
金
を
受
給

の
人
、
ま
た
は
そ
の
遺
族
の
人

は
、
十
月
よ
り
准
士
官
(
准
尉
)

ま
で
老
令
福
祉
年
金
を
満
額
支
給

ゃ
、
本
人
お
よ
び
扶
養
者
の
所
得

制
限
額
な
ど
も
い
く
ぶ
ん
緩
和
さ

れ
て
い
ま
す
。

て
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
年

金
の
請
求
手
続
き
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

川
准
士
宮
以
下
の
戦
没
者
の
遺
族

の
人
で
、
公
的
年
金
を
二
つ
以

上
受
給
さ
れ
て
い
る
人

凶
准
士
宮
以
下
の
戦
没
者
の
遺
族

の
人
で
、
前
に
公
的
年
金
を
二

つ
以
上
受
給
の
た
め
福
祉
年
金

の
支
給
を
と
め
ら
れ
た
人

間
手
続
き
を
す
る
と
こ
ろ

保
険
年
金
課

年
金
係

凶
持
参
す
る
も
の

印
か
ん
、
公
務
扶
助
料
証
書
ま

た
は
保
管
証
書

な
お
、
戦
没
者
の
階
級
も
必
要

で
す
。

二
、
所
得
制
限
限
度
額

四
十
六
年
五
月
か
ら

区
分
一
鰍
養
鮪
一
制
限
限
度
額
一

献

人

位
/

/

一

三
十
五
万
円
一

7
同
一1
1
F
E

一
扶
養
義
一
二
人

一百
九
万
四
千
円
一

一斉
雪
D
一
三
¥
盲
二
十
万

一

一
3
3
6
て
一
一
ノ
一
九
平
円
一

工
弥
得
一

E
K
一百
三
十
二
万
一

一
i

J

E
ノ

一

四

千

円

一

一

一
z
k
一
百
四
十
三
万
一

一

一

ヨ

ノ

一

九

千

円

一

以
後
扶
養
親
族

一
名
増
す
ご
と

に
十
一
万
五
千
円
を
加
え
る
額

(
月
額
)

三
、
年
金
額

十
一
月
か
ら
引
き
上
げ

一
種

類

一

現

行

一
改
正
額
一

一
老
令
一
一
一
千
旦
一
一
千

一福
祉
年
金
一

一
一
二
百
円

一

宝

一

一
三
千

一

書

三

千

百

円

一

一
福
祉
年
金
一
一
四
百
円
一

一

母

子

三

千

三

千

一

一
己
福
祉
年
金
一
六
百
円
一
九
百
円
一

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

F民

海
技
免
状
を
交
付

さ
き
に
当
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
第
一
回
小
型
船
舶
操
縦
士

(
第
二
種
)
講
習
会
を
受
講
さ
れ
、

修
了
試
験
に
合
格
さ
れ
た
六
十
一

名
全
員
の
海
技
免
状
が
、
こ
の
ほ

ど
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

一一ご寄付ありがとうございました一一

今
後
、
遊
漁
船
の
需
要
に
応
じ

市
内
漁
協
で
は
、
受
け
入
れ
の
体

制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

初
歩
の
書
道
講
座

ム
と
き
七
月
一
日
よ
り
九
月
二

日
ま
で
、
毎
週
木
曜
日
午
後
七

時
よ
り
九
時
ま
で
十
二
回

ム
と
乙
ろ
大
村
市
中
央
公
民
館

ム
対
象
市
内
に
在
住
す
る
十
八

才
以
上
の
成
人
男
女

ム
人
員

三
十
名

ム
内
容
初
歩
の
書
道

ム
講
師
日
本
習
字
教
育
連
盟

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
、
大
村
市
公
民
館

連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
各
部
落
公
民
館
へ
、
ヘ

ル
ス
メ

l
タ
二
十
二
個
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ライオンズクラブ青田厚生視力委員長より

樋上市公連会長へヘルスメーターの贈呈

教

授

山

口

勝
氏

ム
申
し
込
み
六
月
三
十
日
ま
で

(
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
)

希
望
者
は
、
口
頭
ま
た
は
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

ム
申
込
先
大
村
市
久
原
郷

大
村
市
中
央
公
民
館

(
電
話
四
三
二
一
〉

ム
受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
受

講
生
負
担
と
す
る
)

季
節
保
育
所
開
設

つ
ぎ
の
と
お
り
季
節
保
育
所
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

地区 | 場 所 期 間

三浦 今村公民館 6月7日'"'"'6月26日

鈴田 専 念 寺 6日14日-7月3日

11 陰 平上公民館 6月14日'"'"'7月3日

松原 松原公民館 6月15日'"'"'7月4日

// 松原・久津公民館6月15日'"'"'7月4日

柔
道
昇
段
審
査

六
月
二
十
六
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分

場
所
郡
中
学
校
体
育
館

受
験
段
位
初
段
・
ニ
段
・
三
段

日
時

/ 

実
施
内
容

実
技
・
技
の
形

学
科

八
百
円

受
験
料

県
民
体
育
大
会

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

パパハラ柔銃山
スドング道剣岳成
ケミドビ 道 積
ツ ン ボ ! ー
トト l 般
(ンノレ 男昌
三 子見
十男 竺
五子 優 z
才 秀 羊
以 チ与

三一三三三二一三二二三上三二一三三 lよ
位位位位位位位位 位位 位) 位位 位位 位ム

弓
道

男
子

女
子

男
子

女
子

弓
道

山
岳

ラ
グ
ビ
ー

H 近
的

受必
//ザ，" 11 

-口

大
高

女
子

向園 H 工 H

陽高 H 業 H

レ
ス
リ
ン
グ

漕

艇

女

子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

七
月
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

①
五
日
か
ら
十
日
ま
で

④
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で

④
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

@
二
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
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